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はじめに

畑ヶ田南遺跡は、市域のほぼ中央、石川左岸の

中位段丘上に位置 している。遺跡は、富田林寺内

町の北側約200mと 近接 し、また、同遺跡内には

東高野街道が通 り、付近の中野遺跡、富田林寺内

町遺跡、谷川遺跡などとともに、古代の遺跡 とし

て知 られている。今次調査区の東側に隣接する

2003年度の調査 (以 下、HDS2003)で は、小石

が敷き詰められた道路状遺構や 10世紀代の掘立

柱建物が検出されている。

また、調査区の北西側に展開す る畑 ヶ田遺跡

においても数ヶ所で古代の掘立柱建物が検出され

ている。

基本層序

①は、調査前の解体や整地、旧来からの盛土な

どの混合土である。②は5Y4/1灰色 (シル ト～極

細粒砂)③、2.5Y4/1黄灰色 (シル ト～極細粒砂 )

に7.5YR3/3暗 褐色 (シル ト～極細粒砂)がブロッ

ク状に混入。④、2.5Y4/2暗灰黄色 (シル ト～極

細粒砂)に 7.5Y4/6褐色 (シル ト～極細粒砂)が
ブッロク状で混入。⑤ 2.5Y4/2暗灰黄色 (シル ト

～極細粒砂)⑥ 10YR4/4褐色 (シル ト～極細粒

砂)⑦ 10YR3/3(暗褐色シル ト～極細粒砂)で
あつた。⑦層下は地山となってお り、遺構は、全

て地山面で検出した。

遺構

SBlは、調査区の北西で検出 した。柱間は約

1.5mで調査区外へ と続 くと考えられ、全体の規

模は不明である。出土遺物は見られず、所属時期

は不明である。

SAlは、SBlの 内側に位置する。直径 15cmほ

どの柱穴が 3つ並ぶ柱列である。これ らは、深さ

が20cmほ どあり、掘方 と,ヒ較 し、深度が深 く、

本杭などをそのまま打ち込んだ柵列などの可能性

遺跡周辺図

調査区遠景 (北 東から)



が高い。出土遺物は見 られず、所属時期は不明で

ある。

SDlは 、調査区東側で検出 した。幅約2m、 深

さ約50cmを計る。断面の観察では、流水堆積等

はみ られず、滞水状況のまま粘質性の高い土が堆

積 した後、次第に埋まつたものと考えられるが、

途中に砕片の遺物を多 く含む層が認められる。ま

た、意図的に埋め戻 しや破棄がおこなわれた可能

性 もあるが、断面観察か らは想定の範囲をでな

い。

なお、SDlは、次 に記すSXlに 切 られてお り、

SXlを掘削する段階で、埋められた可能性 も考え

られる。SDlの出土遺物 としては、古代の須恵器

や土師器が挙げ られ るが、図化可能なものはな

かった。

SXlは 、一部撹乱 によって削平を受 けている

が、方形状の平面形を呈 し、一部は調査区南側ヘ

と延びる。深 さは、約30cmで ある。一部掘方が、

二段 とな り階段状になる箇所もあるが、全周する

わけではなく意図的に階段状にしているかどうか

は不明である。掘方の形状などか ら自然地形の落

ち込み とは考えにくく、人為的に掘 られたもので

あると考えられるが、遺構の性格は不明である。

遺物は、古代の須恵器や土師器が出土 したが、

図化可能なものはなかつた。

SKlは、平面不定形状の土坑である。深 さは約10cmであつた。埋土は、他の遺構 よりも多くレキ

が混入 していた。出土遺物は、古代の上師器や須恵器が出土 したが、図化可能なものはなかった。

まとめ

今次調査区は、2003年度におこなわれた市営第一住宅建設に伴 う発掘調査区 (HDS2003)の 道路

を挟んで向かい側である。HDS2003で検出した道路状遺構西側の検出を期待 したが、それを確認す

ることはできなかつた。 したがつて、HDS2003で確認 した道路状遺構の西端は、現在の東高野街道

内で収まるものと推定できる。

また、地山面の高低差も確認できた。つまり、現束高野街道の東側であるHDS2003調査区で検出

した地山面は標高約62mで あるのに対 し、西側の今次調査区の標高は約61mで あ り、おおよそlm
の高低差がみ られる。互いの調査区は10mに も満たない距離 しか離れてお らず、現東高野街道や、

HDS2003で 検出された道路状遺構は、一段高い所に敷かれていたものと考えられる。

今次調査区から出土した遺物は、いずれも砕片のみであり実測可能なものがなかったため、詳細な

所属時期は不明である。また、各遺構についても、その性格を深 く言及するには至 らなかった。 しか

しなが ら、大まかな時期や地形的には、近接する畑ヶ田遺跡 と同様の傾向を呈する。

畑ヶ田遺跡は、数ヶ所の調査区において古代に帰属する建物跡が検出されてお り、比較的広範囲に

展開する集落であることが確認 されている。これ らの検討の中で今次調査区の位置付けをする必要が

あると考えられる。今後の調査や報告に期待 したい。

調査区平面
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市営第二住宅

建設に伴 う

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

畑ヶ田南遺跡 集落跡 弥生～中世
申 ヽ 翻 ヽ

漁 ピット、土坑
土師器、須恵器

2008.300。


